
東京都地方独立行政法人評価委員会  

令和５年度第４回試験研究分科会 議事録  

  

  

１．開催日時：令和６年３月２７日（水）１４：００～１５：１６  

  

２．開催場所： 東京都庁第一本庁舎３３階特別会議室Ｎ２ 

 

３．出席委員：鈴木委員、大橋委員、桑田委員、武田委員、宮川委員  

  

４．議題：地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター2024年度年度計画 

 

５．議事： 

 

午後２時００分 開会 

 

【事務局】  

 本日はお忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。 

 私は事務局を務めます、東京都産業労働局商工部課長代理の神山と申します。分科会長

に司会を引き継ぐまで、進行を進めさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 開会に当たり、事務局より本分科会の委員定足数についてご報告いたします。 

 東京都地方独立行政法人評価委員会条例第７条第３項及び第５項では、分科会は委員の

過半数の出席で開催できるものとされております。 

 本日、分科会委員の５名の皆様全員にＷＥＢでのご参加をいただいておりますので、本

分科会は有効に成立していることを報告させていただきます。 

 それでは第４回分科会を始めたいと思います。 

 鈴木分科会長、進行をよろしくお願いいたします。 

【鈴木分科会長】  それでは、ただいまより東京都地方独立行政法人評価委員会、令和

５年度第４回試験研究分科会を開催いたします。 

 まず議事に入ります前に、本分科会は公開となっており、議事録につきましてもホーム
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ページにて公開となりますことをご了承願います。 

 それでは早速議事を進めてまいります。 

 なお、説明資料につきましては画面共有にて映させていただきます。よろしくお願いし

ます。 

 本日の議事ですが、報告事項１件を予定しております。 

 はじめに事務局から配布資料と議事の進め方について、説明をお願いいたします。 

【事務局】  それでは、配布資料の確認をさせていただきます。 

 資料１から３とございますが、資料２及び３は一つのファイルにまとめておりましたの

で、お送りしておりますファイルは２点となります。 

 一つ目が資料１、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター２０２４年度年度計

画（本文）というものです。二つ目が、分科会第４回配布資料、資料１以外というもので

ございます。 

 本日の議事の進め方でございます。都産技研から報告事項１件について内容を説明し、

その後、質疑応答を実施いたします。最後に、事務局から来年度の分科会のスケジュール

の予定について、説明させていただきます。 

 事務局からの説明は以上でございます。 

【鈴木分科会長】  ありがとうございました。 

 それでは報告事項といたしまして、地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター２

０２４年度年度計画について、都産技研から説明をお願いいたします。 

 なお、ご意見、ご要望、質問につきましては、最後にまとめてお伺いいたしますので、

よろしくお願いいたします。 

【黒部理事長】  都産技研理事長の黒部です。 

それでは２０２４年度の計画ということで、ご説明申し上げます。資料共有いたします。 

 資料２をご覧ください。２０２４年度年度計画です。 

 内容は２０２３年度の事業概況、それと２０２４年度の年度計画になっております。 

 今年度は第４期の中期計画の３年目になっておりまして、中期計画上で決められている

ＫＰＩという数値につきましては、全体として今年度の状況をご覧にならないと分からな

いと思いますし、その状況を踏まえた上での２０２４年度の年度計画ということになりま

す。 

３年目ですので５分の３、つまりＫＰＩ的に言うと６０％達成というのが２０２３年度
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の一つの目安という形になります。 

 このスライドは、第４期の中期計画が始まったときに決めている経営方針です。 

 キャッチフレーズは「総合力で頼りになる都産技研へ」ということで、中小企業のイノ

ベーションを加速させる技術支援、新技術新製品に着実につながる研究開発、そして変化

に的確に対応できる機動的運営という、三つの項目を大きく掲げておりまして、東京都の

産業の発展、都民生活の向上に寄与するということを目的にしております。 

 このスライドは都産技研の全体としての基本情報をお示ししているものです。 

１年前の数字になりますけれども、２０２３年４月１日時点での職員の全体の数は３４

２名、研究職としては２７１名になっております。 

 そのうち新卒採用職員が１２名、研究職１０名という形で、職員の平均年齢は４２．４

歳ということになります。 

 昨今、やはり採用はなかなか厳しくなっておりまして、我々も苦労しているところです。 

 それから予算に関しましては、右の円グラフのとおりです。特定運営費交付金と呼ばれ

ているものが比較的大きくなっているというのが、特徴でございます。 

 このスライドは、都産技研で行っております支援事業を、項目別と言いますか、カテゴ

リー別に分けたものです。 

 技術支援の中身としては、技術相談、依頼試験、機器利用、オーダーメード型技術支援、

それから技術セミナー、講習会があります。ここに書かれているような数字は、大体の目

安と言うか、イメージを持っていただければと思って書きました。 

 それから、研究開発は、基盤研究と共同研究と外部資金導入研究というふうに分かれて

おります。 

 基盤研究というのはいわゆる自前研究と言いますか、経常研究です。その成果を中小企

業様との共同研究を通じて企業に技術移転して事業化していくということは、一つの我々

が持っているモデルになっております。 

 プロジェクト型支援と言いますのは、特定運営費交付金事業の中で賄われているもので、

新産業創出支援と社会的課題解決支援に大きく分かれます。これについては後でご説明し

ます。 

 新事業展開支援に関しては、交流連携と海外展開に分かれております。海外展開につい

ては後でご説明します。 

 その他、地域支援ということで、資料のここに書かれているように、５つの支所がござ
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います。 

 その他、情報発信等も行っております。 

 次のスライドですが、この表に現時点でのＫＰＩ、数値編の状況をまとめてあります。 

 第４期計画の３年目ですので、６０％というのが一つの目安です。依頼試験と機器利用

については、利用件数というのがＫＰＩになっておりまして、年度末の見込みの値ですけ

れども５９％、それからオーダーメード型技術支援については、オーダーメード型技術支

援をした後の製品化、事業化された件数が５９％で、ほぼ６０％に近い数字になっており

ます。 

 それから研究開発について、基盤研究に関しては、基盤研究をした後に共同研究、ある

いは外部資金導入研究に至った数がＫＰＩで、これは６２％です。 

 共同研究に関しては、共同研究を行って、その後、実際に製品化されたという件数をＫ

ＰＩにしていますけど、６７％まで達しております。 

 資金導入研究に関しては、採択された件数をＫＰＩにしていますけれども、期間進行率

としては８３％になっております。 

 それからＫＰＩに関係したところですと、海外展開の促進ということで、中小企業様を

実際に支援して、本当に海外展開したという数をＫＰＩにとっていますけども、これは当

初の目標を上回る数値で推移しております。 

 このスライドから各項目についてご説明します。まずは技術支援関連です。 

 技術支援の内容で最初にご報告したいのは、能登半島地震で復興のための技術支援とい

うことで、利用料金の減額措置を２月１日から開始しております。 

 具体的にはスライドに書かれているような対象事業について、料金を５０％減額すると

いう内容で、これは来年度２０２４年度も継続する予定でおります。 

 このスライドは、具体的な依頼試験と機器利用の実績の件数を示しています。 

 依頼試験として、ここに代表的な設備・機器を例として挙げてありますけれども、２月

末時点で１１．１万件、機器利用に関しては比較的ご利用の多い装置についてここに書い

てありますけども、２月末時点で１３．９万件になっております。 

 これは期間進行率で見ますと、２０２１年から２０２３年、やはりコロナ禍の影響で落

ち込んでおりましたが、実際にこの数字を見ていただくと分かりますように、件数が回復

しているということがお分かりになると思います。期間進行率としては５９％で、計画ど

おりに推移しているというふうに思っております。 
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 これらの事業を実効的に行っていくために機器整備も行っておりまして、古くなった装

置、年数としては１０年以上ですね、１５年弱ぐらいですけども、故障が多くなったとか

いうものに関しては置き換えをしております。ＦＴＩＲ（中遠赤外光学測定装置）とそれ

から蛍光Ｘ線分析装置などを置き換えております。 

 さらに新設では超音波映像装置などがあります。これは例えばメタル同士をくっつけた

ときに、間に空隙がないかとか、そういうことが見られるような装置でございます。 

 次に、オーダーメード型技術支援です。これは２月末の時点で４６１件です。これは一

つの支援メニューだけではなくて、お客様のニーズに合わせて、複数のメニューを組み合

わせて技術支援をするというものです。 

 ＫＰＩは先ほど言いましたように、オーダーメード型技術支援から製品化・事業化した

件数です。ここにありますように、初年度が非常に良く、その後も順調に推移しておりま

して、現状としては５９％です。 

 下に事例が示してあります。当初は、防カビ施工剤の防カビ効果の評価という試験のご

依頼があったのですけども、オリジナルセミナーというものも実施して、人材育成にも貢

献したという例でございます。 

 ここから研究開発関係のご説明をします。 

 基盤研究とそれから共同研究ですけれども、先ほどもご説明したように、まず最初に基

盤研究があって、その後、中小企業様と共同研究を行って、最終的に事業化するというの

が一つの我々の研究支援の形だと思っており、ここには、２件、実際に製品化に至った例

を挙げております。 

 スライドの上の写真の装置は、塩水噴霧試験という試験があるのですけれども、実際に

塩水噴霧をして、金属の表面に錆がどういう形状で、どのくらいの時間で、どういうふう

に進展していくかというものを自動で観察する装置というものを開発した例です。これは

実際に事業化され、製品化されております。 

 下の例は、スマートテキスタイルといわれるものの一つの例ですけれども、半導体の工

場等で、特に成膜装置の排ガスのラインでは、低温のパイプですとその表面に生成物がく

っついてしまうということで、高熱に加熱しないといけないという現状があります。その

ときに、従来の方法ですとシリコンラバーの加熱装置みたいなものを使って、いわば形状

的には、イメージで言うと、ギプスみたいな形でがちがちに固めて加熱するという感じに

なるのですけれども、これは、スマートテキスタイルということで、普通の柔軟な繊維と
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金属線を混ぜたようなものを開発しまして、それによって加熱することで、いわばソック

スみたいな形でこの配管系を覆うことができます。繰り返し利用もできるためにコスト的

にも優位性があります。これも基盤研究から始まって最終的に製品化されている例になり

ます。 

 このスライドはＫＰＩを過去３年間追っているものです。 

 上の基盤研究のＫＰＩはその次のフェーズに行った件数ですけども、２０２３年度とし

ては３１件の見込で、これも６２％ということで順調に推移しています。 

 それから共同研究から製品化・事業化に至った件数も、期間の進行率で６７％というこ

とで、順調に推移しております。 

 次は、外部資金の導入研究です。これは提案公募型研究、あるいは受託研究と呼ばれて

いるものですけれども、２０２３年度は９１件というかなりの数の新規採択を受けており

ます。 

 この右のグラフが新規に採択した件数、左側はいただいている資金の額です。 

 右側にありますように、これは少しコロナ禍の影響のように見えるのですけれども、ど

ちらかと言うと、申請書の書き方というのがあまり上手くなくて、もっとアピールするよ

うな形に指導するというようなことをすることによって増えたというふうに思っておりま

す。 

 これは外部資金導入研究のＫＰＩですけれども、件数としては、計画を大幅に上回って

進捗しておりまして、期間進行率としては８３％です。内容としては科研費ですとか、そ

の他の受託研究とかがございます。 

 このスライドからプロジェクト型支援の項目になります。 

 中小企業の５Ｇ・ＩｏＴ・ロボット普及促進事業、これは２０２３年度が最終年度とい

うことで、今まとめをしておりますけれども、ローカル５Ｇの基地局を整備するというよ

うなこともしまして、５ＧとＩｏＴとロボットの領域で様々な支援をしております。 

 ローカル５Ｇの基地局としては、ここに写真がありますけれども、ミリ波帯のものとか、

Ｓｕｂ６のものも用意してございます。 

 それからロボットとしては、やはり省人化を目指したようなものが多くて、例えばこの

写真は桟橋の点検ロボットですね。これは川などに浮かんで、ここの部分が３６０度カメ

ラですけれども、あとこの部分がたしかＬｉＤＡＲですけれども、それによって人が桟橋

の下に入り込まなくても鮮明な画像を実際に５Ｇで送って見ることが可能になっておりま
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す。 

 また、成果普及ということで、ＣＥＡＴＥＣをはじめ、多くの展示会に出展しておりま

す。 

 この研究課題は、２０２４年度は、後で話が出てきますけれども、衣替えしてリスター

トということを考えております。 

 次に、初年度のものとして、サーキュラーエコノミーへの転換支援事業というものがご

ざいます。ＳＤＧｓというのは、名前のとおりにＳＤＧｓのＧはゴールなので、目標を掲

げているわけですけれども、それに至る道、至る方法論という意味では、サーキュラーエ

コノミーが良いのではないかということで、サーキュラーエコノミーを掲げて開始してお

ります。 

 ただ、実際に中小企業の方々が入り込むということを考えると、どういうような技術領

域で、どういうようなビジネスとしての参入ポイントがあるかということをしっかり調べ

なければいけないということから、スライドの左下にありますけれども、ナビゲーション

マップというものを作成しまして、各中小企業の方がお持ちの技術で、その技術だったら

ここに使えるよねというような形の例示まで含めてお示しして、２月１日だったと思いま

すけれども、公開セミナーを行ってお披露目しました。 

 領域としては、食品ロスと、それからプラスチックの領域ですね。これが中小企業とし

て参入しやすいだろうということで、深堀りした報告になっております。 

 スライドの右は、来年度以降、提案公募型共同研究を実行していくという予定の内容で

ございます。 

 次のスライドです。新事業展開支援ですけれども、ここでは海外展開支援についての内

容です。中期計画の計画値に比べて、順調にというか、円安のせいなのかもしれませんけ

れど、計画を大幅に上回って進捗しております。 

 支援した例を下に記載してあります。ＲｏＨＳだとかＣＥマーキング等の規格とか、海

外の製品企画のご相談という形で寄せていただきまして、見事海外展開を実際に果たされ

たというものでございます。 

 それから、我々は、バンコク支所を持っております。実際にタイに展開した中小企業様

を支援するというのが目的です。今まで場所的には、東京都中小企業振興公社タイ事務所

と場所が離れていたのですけれども、やはり情報は東京都中小企業振興公社のほうにたく

さん入ります。そこで、東京都中小企業振興公社と一緒に業務を行うことで、相乗効果で
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より強力に支援ができることが分かりましたので、２０２４年度、来年度に事務所をすぐ

そばに移転する予定でおります。 

 バンコク支所での支援事例を右に書いてありますけれども、我々の技術的なアドバイス

と、東京都中小企業振興公社からの支援ということで、企業様が無事タイに新たに事務所

を設けることができたという内容で、製品も既に販売されております。 

 加えて、タイ人も含めた形のセミナーなども、こちら側から出張して対応したりしてお

りますし、４年ぶりにＭＥＴＡＬＥＸという大きな展示会がタイで開催され、そちらにも

出展しております。 

 この後のスライドでは、運営に関する内容になります。運営関係では、やはり技術支援

も研究開発も研究者が行うものですので、組織の活性化とか、人の強化というのは、非常

に大事な要素だと考えております。最初に研究職としてのキャリア・パスの新設に着手し

て、複線型の人事制度を導入いたしました。 

 スライドに書いてありますように、いわゆる、幹部職としての研究職というのは存在し

ていなかったのですけれども、それを新たに設けたという形になります。 

 組織開発としては、内部で自由に議論してお互いを触発するような、そういうような施

策をしたりとか、所内のコミュニケーションの活発化を図ったりしております。 

 また、次期中期計画の策定もそろそろ考えなければいけないということで、有識者との

意見交換会も開始しております。 

 それから、研究者の間の議論を活発化するために、今年３年目を迎えた職員に発表会を

していただいて、それを全職員参加で聞けるようなことも行っております。 

 また、地方独立行政法人になってから初めてですけども、新卒採用の給与の引き上げを

人事委員会勧告を参考にして行っております。 

 このスライドは、運営関係の広報活動に関する内容で、左側はＴＩＲＩクロスミーティ

ングです。これは都産技研の研究開発成果をプレゼンするような場でありますけれども、

今年も産業交流展の中で開催しました。 

 ハイブリット形式でしたけれども、ライブ配信のストリーミングは行わないで、リアル

開催と、あとはオンデマンドという形になって、トータルで言うと２０２２年度よりも参

加者数は下がっているのですけれども、リアルの参加者数が増えました。 

 我々としては、我々の中で実施した基盤研究をさらに共同研究などの形につなげたいと

思っていますので、リアルに開催して、フェイストゥフェイ 
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スの議論ができるということは有益だったというふうに思っております。 

 それからスライド右側は、ｎｏｔｅの導入です。我々はＴＩＲＩ ＮＥＷＳという媒体

を持っているのですけれども、ＴＩＲＩ ＮＥＷＳの購買者層といいますか、読んでいた

だいている層は比較的高齢の方が多いというデータがありまして、もう少し若い世代の方

にうけるようなＳＮＳを使い、それで発信したいということでｎｏｔｅを始めました。 

 プレス発表は、２月末時点で全部で２４件です。先ほどご紹介した自律型桟橋点検支援

ロボットＹＵＲＡの製品化支援もプレスの記事で出しております。 

 次のスライドです。ＤＸ化も当然ですけど行っておりまして、ボトムアップで、各部門

から提案いただいて、良いものについて実際にお金を与えて実行していただくというもの

で、一つの例はＥＣサイトからの荷受けですね。これを見直していただいて、電子ロッカ

ーを使って業務を効率化するというプロジェクトを行っておりまして、これは、今、実際

に活用されております。 

 それから、スマホのアプリを使って業務を効率化するということも行っております。こ

れはフロン使用機器の法定点検ですけれども、従来に比べてかなり効率化されております。 

 その他、所内の電話交換機が既に耐用年数を超過しておりまして、これをどうするかと

いうことで、クラウド電話に移行しました。 

 一部は、移行で実施する作業が残っているのですけれども、外部からのお客様の問合せ

に対するお答え、電話に出なければいけないというのは、ある特定の研究員ではなくて、

全ての研究員が対象になりますので、全員にスマホを配布しております。 

 そのスマホをベースにして、クラウド電話でつなぐという形にしましたので、例えば、

テレワークで自宅勤務しているような場合についても、お客様との電話対応が可能になる

とか、もともと持っているクラウドのサービスをうまく使うことによって、効率化ができ

ていくというふうに考えております。 

 このスライドから、２０２４年度の年度計画の内容です。昨年度の計画内容との変化分

について、ご説明します。 

 ポイントの一つは、プロジェクト型支援の内容ですけれども、これが一部入れ替わって

います。 

 それから、ＷＥＢサイトリニューアルとチャットボット関係を導入しますという話です。 

 次のスライドには、プロジェクト型支援の年表を書かせていただいております。ブルー

のところが新産業創出支援と呼んでいる内容のテーマで、オレンジのところが社会的課題
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解決支援と呼んでいる内容のテーマです。この下にあります灰色のところは、機器整備型

の特定運営費交付金対象事業という形になっております。 

 事業内容についてはあとで説明しますけれども、金額としてはここに書いているように、

５Ｇ・ＩｏＴ・ロボットに関する事業は、場所代というのもあるのですけども、金額とし

ては高くなっております。 

このスライドは、新たにスタートしたクラウドと連携した５Ｇ・ＩｏＴ・ロボット製品

開発投資の事業を説明するものです。 

 ローカル５Ｇは、立ち上がりが遅くなっているというのが正直な感想です。またロボッ

トについてはコロナ禍後に省人化というのが大分叫ばれるようになって、具体的に浸透し

ているフェーズかなというふうに思っています。 

 ですので、今これに関するプロジェクトを止めるというのは得策ではないと判断してお

りまして、一方で今のロボットとか、我々が行っているところは比較的ローカル５Ｇとの

連携はあるのですけれども、スタンドアローンで、積極的にクラウドを使うというもので

はなかったということもあって、今後これが大きく展開するだろうということで、フィジ

カルとクラウドをつなげる製品開発支援を行うことを計画しています。 

 それから、実際に使われるようになっているということもありますので、実証試験を積

極的に進めていくということを謳っております。 

 今年度から公募型研究開発を含めて、ここにありますような方向性で進めていくことに

なります。 

 次は、８年目になるのですけれども、航空機産業への参入支援事業です。これは、東京

都が行っているＴＭＡＮという事業、ＴＭＡＮというのはＴｏｋｙｏ Ｍｅｔｒｏｐｏｌ

ｉｔａｎ Ａｖｉａｔｉｏｎ Ｎｅｔｗｏｒｋですけれども、これと連携した形で技術支

援を行うというのが目的でございます。 

 国際規格に準拠した依頼試験を行うというのが一つの大きな柱になっておりまして、そ

のために、規格試験が提供できるように、ＪＩＳ Ｑ ９１００の認証を取得しておりま

す。２０２３年度は定期審査を受けました。 

 ２０２４年度の大きなトピックスとしては、国際航空宇宙展東京（ＪＡ２０２４）が開

催されますので、それに向けて、出展するということで、ＴＭＡＮとしての製造能力をＰ

Ｒしていくということが予定されております。 

 それから次は、プロジェクト型支援のものづくりベンチャー育成事業です。これは３年
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目になります。 

 どのように、ものづくりベンチャーを育成していくかというのを描いたのが、この下側

の図になっておりまして、まず最初にアイディアを公募して、そのアイディアを実際に製

品試作していただいて、コンテストを実施します。コンテストを実施し採択した案件につ

いては量産化支援をして事業化支援をしていくという流れでございます。 

 したがいまして、２０２４年度も公募を行い、加えてインキュ推薦枠もありますけれど、

周知・募集からコンテストまで実施するとともに、昨年度に採択された案件については、

量産化支援と事業化支援を行っていくというものになります。幾つか実際に事業化、ベン

チャー化されたようなケースもございます。 

 それから次のスライドは、バイオ基盤技術を活用したヘルスケア産業支援事業で、これ

は６年目になります。 

 この事業の目的ですけども、特に化粧品とか食品分野というのは、いわゆるコマーシャ

ルベースですと大きな会社しか目に見ないかもしれないのですけれども、中小企業様が材

料ですとか、あるいはＯＥＭ等でかなり入り込んでいる分野でして、特に東京都は、たし

か４０％ぐらいのシェアを持っているというふうに聞いております。ですので、ここの支

援というのは非常に重要だろうというのが一つの目的です。 

 それから、バイオ基盤技術を活用した分野では、動物実験の代替技術を考えています。

動物実験は今後ますます出来なくなると思われますので、特にこれを目指した形でバイオ

基盤技術の高度化を行うということを方針にしております。 

 右側のこのグラフは、機器利用と依頼試験の両方を含んだ技術支援の実績の件数を示し

ておりますけども、我々が想定した以上にご利用いただいています。最初にこの事業を構

想したときにこのようになると予想していましたけれども、実際そうであったということ

で一安心しております。この事業は今後も継続してまいります。 

 次のスライドは、フードテックによる製品開発支援事業で、これは３年目に入っており

ます。 

 この事業では、２０２３年度までは機器整備が比較的メインな内容で、実際に支援がで

きるような体制を作りました。それと同時に、ここにありますように研究開発と人材育成

も行ってきたところです。２０２４年度には、さらに本格化するということで、依頼試験

とか機器利用の実施件数も増やしていきたいというふうに思っております。 

 それから研究開発に関しては、代替肉の検討、これはウナギについて行っております。
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これは引き続き進めていきます。 

 それからもう一つは、ウクライナの問題に端を発した輸入小麦の問題がございますので、

輸入小麦の代替食品支援を公募型共同研究として行っております。 

 それから次のスライドは、プロジェクト型支援の介護現場のニーズに対応した研究開発

推進事業です。これは初年度になります。 

 高齢化社会が進展する中で、これは言うまでもないですけれども、介護市場の拡大が見

込まれるということで、中小企業様も新たに参入するチャンスがあるのではないかという

ことで、新たに開始するものになっています。 

 内容的には、ここに書かれているような内容を想定しておりますけれども、東京都の福

祉局あるいは東京都中小企業振興公社と連携しながら進めていくという計画でございます。 

 それから次のスライドは、初年度の水素エネルギーの活用に関する研究開発推進事業で

す。 

 脱炭素ということで、水素ということを言われているわけです。とは言いながら、中小

企業として、この水素の利活用にどのように参入していくかというのは、必ずしも明確で

はないかな、というふうに思っています。 

 一般論としては、このスライドにありますように、特に材料とか部品の分野では、優位

性は多分あると思っていますけれども、ただそれ自体を明確化しながら事業を進めていく

必要があるというふうに思っております。最初の年の２０２４年度に関しては、メインと

しては調査を行い、中小企業様が入り込むようなエントリーポイントをしっかり我々とし

ても把握しながら、内部の研究開発も進めていかなければいけないというふうに思ってい

ます。また、我々だけではできない部分も多いと思いますので、大学や研究機関等とも連

携した形での基盤研究も考えていると同時に、その下に記述がありますけども、技術普及

セミナー、技術研究会等も開催していきたいというふうに思っております。 

 次のスライドは、先ほどご説明したサーキュラーエコノミーですけども、これは２年目

になります。 

 フードロスの削減、プラスチックの３Ｒというようなところを大きな技術領域と捉えて、

今募集している最中ですけども、事前のご相談で、１５件以上というふうに、我々の予想

を上回る形でご相談いただけていますので、良い研究開発ができるのではないかと思って

おります。 

 それから次は、活発な活動を支える障害者用具等研究開発推進事業で、２年目となりま
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す。 

 ２０２３年度は、二つの項目がございまして、一つは一般障害者用のスポーツ用具の成

果普及です。これは、展示会等で製品を紹介するという形で行いました。 

 これと同時に、日常の活発な活動を支える障害者用具、ぱっと聞いたらすぐに分からな

いかもしれないのですけれども、要するに、一つ目はスポーツ用具で、この二つ目は普段

の生活で使えるような障害者用具という意味でございます。これも２０２３年度から開始

しておりまして、公募型研究開発で２件採択しましたけれども、それを継続して実施する

と同時に、さらに２０２４年度には公募型研究開発を進めていくという予定でございます。 

 このスライドは、本部のゼロエミッション化の推進ということで、２０２３年度から始

めております。 

 ２０２３年度は、どちらかと言うと具体的な計画の作成等々を行っていましたけれども、

２０２４年度から実際に太陽光発電設備を、我々のいるこの本部の屋上に、それから急速

充電設備を、この写真のように駐車場に置くとか、それから恥ずかしながら今ＬＥＤ化さ

れていませんので、屋内照明をＬＥＤ化していくという工事を進めてまいります。 

 これが最後のスライドですね。ＷＥＢ関係の計画です。 

 一つはＷＥＢサイトのリニューアルで、２０２４年度中に完全リニューアルを予定して

おります。 

 今、当初つくったＷＥＢサイトにいろいろな情報を貯め込んでいるような形で入ってい

るのですけれども、外部からアクセスいただいた方に、なかなか必要な情報までたどり着

けないというお話もいただいておりまして、２年ぐらい前からどういう形にしようかとい

うのを検討しておりました。 

 特に、２０２３年度はコンサルタントも入れまして、このスライドにも書いてあります

けれども、導線設計をどういうふうにしたらいいかですとか、マルチデバイス対応等も検

討しました。 

 今の時点で、実は我々のところのサイトにアクセスしますと、最初のページだけ新しい

ものになっています。それ以外はまだ変わっていませんけれども、２０２４年度中には全

ての中身まで含めてリニューアルするという形で、より我々のサイトで必要な情報が得ら

れやすくなるというようにしたいと思っております。 

 それから、スライドの右側は技術支援に関係する内容ですけれども、簡易技術相談のた

めのチャットボットを導入いたします。 
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 現在は内部で利用していますけれども、これを機器利用や依頼研究のページで、チャッ

トボットを入れて、スライドにあるようなイメージで開始したいと思っております。 

 測定などのページで、ご専門の方ですと、割と事細かに、例えばここの例にありますけ

れども、依頼試験で、何ニュートン以上の強度試験とか、場合分けで、お使いいただける

機器とか適切な機器が違ったりとかいろいろあり得ますので、この辺のところをある程度

ご確認いただいた後で、具体的に研究者と話をしていただくと、我々としても時間を節約

できるというふうに思っておりますし、お客様から見ても確認してからご相談いただける

というメリットがあるというふうに思っております。 

 以上になります。今後ともご指導いただきますように、よろしくお願いいたします。あ

りがとうございました。 

【鈴木分科会長】  黒部理事長、ありがとうございました。 

 それではただいまご説明をいただきました内容について、ご意見、ご質問がありました

ら発言をお願いいたします。いかがでしょうか。せっかくの機会ですから、よろしくお願

いいたします。 

 今回報告事項なので質問というか、各委員会からご意見いただければということもちょ

っと考えておりますけど、よろしいでしょうか。 

 じゃあ最初私のほうからよろしいでしょうかね。 

【黒部理事長】  お願いします。 

【鈴木分科会長】  ご質問なんですけれども、外部資金を導入しているというのは非常

に重要だと思っておりますけれども、都産技研の職員の方が国に中小企業と組んで申請し

ていると、そういう感じでしょうか。 

【黒部理事長】  はい。おっしゃるとおりです。幾つかパターンがございます。 

科研費の場合は独りよがりの研究にならないようにという部分もあると思っております。

科研費で技術的に採択いただくということは、それなりに我々の自前研究でやっている内

容というのがある意味公的に認められる部分もありますので、そういう意味で一つ活用し

ています。 

それからもう一つのパターンは、おっしゃったように、中小企業様と一緒に組んで、例

えば経産省のプロジェクトですとか、サポイン事業（現Ｇｏ－Ｔｅｃｈ事業）に採択され

ることを目指して事業に応募して、技術開発を推進するものです。そのときに、企業様の

製品化でいろいろな技術要素が必要で、そのうちの一部分を都産技研としては賄えるけど、
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でも他の部分は例えば大学さんに入っていただくとか、いろいろ探してチームを組んで提

案するというスタートアップのケースなどもあり、企業様にとっても非常にメリットがあ

るのではないかなというふうに思っております。 

 それと、メリットのもう一つは、場合によっては、例えば中小企業様ですと、そういう

外部資金事業に申請する際の事務的な処理がなかなか難しいというケースもございますね、

結構煩雑で。そういうケースについては、可能な範囲で我々のほうで手助けするという、

そういう要素も含まれているというふうに考えております。 

【鈴木分科会長】  どうもありがとうございます。 

 ご意見ということで、私の意見としてはそのようなこと、数とか額をどんどん増やして

いくというのは非常にいいことと思っております。 

【黒部理事長】  ありがとうございます。 

【鈴木分科会長】  ほかにご意見、よろしくお願いいたします。 

 はい、どうぞ。桑田先生。 

【桑田分科会長代理】  ありがとうございます。丁寧なご説明、ありがとうございまし

た。 

 理解がちょっと進んでいないところもあるので、質問３件ほど、教えていただきたいな

と思っております。 

 一番簡単なのは、ゼロエミッション化の活動をされているんですけれども、これ自身は

何か目標値、あるいは成果がどういう効果になっているのかという数値的な目標等々、そ

れは設定されていらっしゃるんでしょうかというのが一つ目です。 

【黒部理事長】  ご質問ありがとうございます。 

 お手元の資料の最後のページにあるのですけれども、具体的な目標の数字というのは、

現時点では持っておりません。ただ、この施策を行ったときにどの程度になるか、どのく

らいのカーボン排出量の削減になるかという試算は行っております。 

【桑田分科会長代理】  なるほど。分かりました。 

【黒部理事長】  あとは、これとは別に、全体の建屋としてのというか、我々の事業所

として使っている電力量を削減するということに取り組んでおりまして、こちらは法定と

いうか、決められた形でそれを達成する取り組みを行っております。 

 それは今回の資料には入っておりませんけれども、そちらは目標以上にエネルギーの削

減をしております。空調をうまく使うとか、例えば年末のときに可能な限り電源を落とす
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とか、そういうことを行って電力量を抑えています。 

 特に電気代の値上がりとかもございましたので、そこは積極的に進めているということ

でございます。 

【桑田分科会長代理】  ありがとうございます。二つともちょっと不理解なので、比較

的簡単な質問なんですけども、２０２４年にＩｏＴ関係のプロジェクト支援がリスタート

するということなんですけれども、このプロジェクト支援については、公募が出て、どう

いう対象の方達が応募されてくるんでしょうか。 

 すみません。私がちょっと分かってないだけなんです。 

【黒部理事長】  いえいえ、とんでもございません。ご質問ありがとうございます。 

 先ほど説明なしに公募型共同研究という言い方をしてしまったのですけども、公募型共

同研究と言いますのは、中小企業様が何か種になるような技術をお持ちになっているので

すが、それを実用化するためには、さらに追加の研究開発が必要だったりとか、それから

プラスアルファの技術をくっつけないと商品化できないようなものがあるというふうに想

定したときに、そこの研究開発費用を都産技研側からお支払いして一緒に共同研究すると

いう、そういう内容です。 

 ですので、実際に例えば具体的な事業を想定されている方、例えば１年間の共同研究を

行った後に、基本的に例えばその後１年か２年の間に事業化するというのが前提になって

います。 

【桑田分科会長代理】  分かりました。ちょっと私分かっていないのは、これは東京都

内に事業所を置くものでないと応募できないことになりますね。 

【黒部理事長】  そうです。おっしゃるとおりです。 

【桑田分科会長代理】  分かりました。例えば神奈川なんかには、いっぱいこういう人

がいるんですけど、東京都じゃないとだめということですね。 

【黒部理事長】  もちろん、それは東京都からのご支援の中で動いておりますので。 

【桑田分科会長代理】  そうですよね。 

【黒部理事長】  はい。 

【桑田分科会長代理】  承知いたしました。 

 それで最後が、運営上の話として教えていただきたいんですけれども、本当に素晴らし

い運営されているんだなということで、今日初めて教えていただいた感じで理解を深めた

んですけれども、いずれにしても自己資金とかも増やしながら、技術研究支援をやってい
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くというような運営の仕方をやっていこうとすると、例えば自分の、ここの研究センター

の非常に得意とするようなコア技術は何で、それを伸ばしていって、例えば機器類を整備

しながらいろんなご要望に、中小さんのご要望に応えていくというようなことをされるん

だと思うんですけれども、いわゆるどこを重点化して、どこにいわゆる投資をしていくの

かというようなこととか、あるいは基盤でやっていたもの、次のステップに進めるとかと

いう、いわゆるポートフォリオの考え方だと近いと思うんですけども、そのようないわゆ

る研究の戦略的なところというのは、どのような機関というんですかね、どういうような

ファンクションの組織がつくられていて決定されているのか、どういうクライテリアで、

例えば中期計画が立てられていて実施されているのか、あるいは年に１回見直しがされて

いるのか、その辺りは少し分かる、話せる範囲でいいのでお教えいただけますでしょうか。 

【黒部理事長】  ご質問ありがとうございます。 

 私は、民間企業からこちらに来ていますので、まず最初に、民間との差というのはすご

く感じております。 

 それは何かと言いますと、民間の場合ですと、自分で製品をつくって、それでそれを世

に出して、コンペティターと争ってビジネスをつくっていかなきゃいけないということや、

どういうような製品をつくるかということがある意味社員の中で共有されていますので、

どういうような研究開発を次にやらなきゃいけないかということも決まってきます。 

 私自身は研究所の出身ですので、研究所として次世代、次々世代がどうなるのかとか、

そこからちょっと飛び地で、どこかの事業部はこれ拾ってくれそうだからという形でポー

トフォリオをやるのですね。 

 ところが都産技研、すなわち公設試験研究機関の場合は、当然ですけど自分で営利目的

の事業を起こすわけではありません。 

 それと、企業様がお持ちの技術についての技術支援を行っていかなければいけないので

すけど、どういうような技術開発をしてほしいとか、どのような種が持ち込まれるか、そ

こもご相談頂くまで分からないのです。 

 とは言いながらも、実はいわゆる公設試験研究機関の中でも地方の公設試ですと、例え

ば自県の主力事業ですとか、そういうものがあるところでは、そこに結構特化したような

研究開発を行っていたりします。たしか徳島県だと、例えば光とかですね。 

【桑田分科会長代理】  なるほど、なるほど。 

【黒部理事長】  ところが東京都ってそういう意味でいうと、いろいろなお客様がいら
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っしゃいます。 

 ご存知かどうか知りませんけど、酒もつくっているわけです、日本酒も。そういうとこ

ろも実は支援しております。 

 そういうこともありますので、ある意味勝手に我々として独自色でこういう研究をやる

ぞっというように引っ張っていくということは、正直言ってできないなというのが非常に

悩ましいところです。そうは言いながらも、まず技術エリアとしては、我々が従来やって

きたところで持っています。 

 それからもう一つは、やはり気候変動問題とかもありますので、例えばサーキュラーエ

コノミーの課題がありましたけれども、実はあそこに掲げていた、例えばプラスチックの

問題だとか、それから食品ロスの問題だとかも扱っていきます。 

 たしか食品ロスを半分ぐらいなくすと、食品システムの中のグリーンハウスガスをかな

り削減できるというような議論もあったりとか、要するに全部関係しているわけですけど

も、そういう意味で言うと、やはり方向としては、そういう社会的な要請として意味があ

るようなものを増やしていかないといけない、というのは思っています。 

 ですので、技術支援としての要請の部分と、それから技術トレンドとして我々が追って

いかないといけない部分をうまく調整しながら提案する部分を、実は我々５つぐらいのボ

ックスぐらいに整理していて、その中で、今、ちょっとここら辺は多いけど、他のボック

スも増やそうよ、みたいなことは言っています。基盤研究のところは割とボトムアップ型

で行っていますので、そういうところで研究を増やそうという形にはしています。 

 先ほどの水素の課題でもそうで、内部的には、水素吸蔵合金みたいなものも昔は行って

いたりとか、例えば水素のパイプラインを加熱したときの安全性みたいな内容を、基盤研

究で、科研費でお金をもらって研究している職員がいます。そういうのって、東京都の中

の方針でございますよね。 

 例えば水素は多分かなり力を入れていると思いますし、サーキュラーエコノミーもそう

ですけども、そういうものの方向性については、我々のできる技術として奨励してやって

もらうという形にしています。 

 私は企業時代に、どちらかと言うと、旗振りでこれをやろうよとか言っていたのですけ

れども、なかなかそれは残念ながらできないというのが今の状況かなっと感じています。 

【桑田分科会長代理】  分かりました。ありがとうございます。 

【黒部理事長】  ありがとうございます。 
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【桑田分科会長代理】  以上でございます。ありがとうございました。 

【鈴木分科会長】  桑田委員、ありがとうございます。 

 ほかにございますでしょうか。せっかくの機会ですから、簡単なご意見でもいただけれ

ばと思うんですけども。 

 はい。どうぞ。 

【武田委員】  武田のほうからちょっと一点あるんですけど、ものづくりベンチャー育

成事業、３年目に入っていまして、これ都産技研、当然技術的な支援と量産化というか、

ビジネス的な支援と両方やられていると思うんですけども、これ都産技研の枠組に限らず、

東京都のほうでもいろいろベンチャー育成みたいなものはたくさんおやりになっているの

で、この辺との協調、いわゆる都と一緒になってやっていくという辺りは、今後もうちょ

っと広まっていくような可能性はあるんでしょうか。 

【黒部理事長】  あるというふうに思っています。実は、ものづくりベンチャー育成事

業は、もともとは東京都で抱えていた事業です。 

 ただ、その中に、製作をするとか、製作をする場を設けてあげないといけないとか、技

術的に必要なものについては、我々のところを使っていただくというのがあったので、そ

の部分をある意味強調して、単にベンチャーではなく、ものづくりベンチャーという形に

して、今は我々が主管で行っています。ですので、まさに３年前に移管したというか、い

ただいたという感じです。 

 ただ、ベンチャーと一般的に言ってしまうと、釈迦に説法ですけれども、資金がとか、

もっと違うチャネルがないかとか、もっと違う意味の支援が必要になるので、ものづくり

ベンチャーといわゆる普通のベンチャーというのは、やはり必要とされる支援が違うと思

います。 

 我々のところというのは、中小企業様を技術でご支援しますという組織であり、中小企

業のサブセットとしてベンチャーが存在していますので、当然ですけども、ベンチャー企

業も支援しています。 

 例えば、そういうベンチャーが入るような部屋を用意しているようなビジネスをやられ

ている不動産会社さんとかいらっしゃいますよね。そういうところには、一応お話はして

いて、技術支援が必要になったら我々のところを使っていただくようなことも可能ですよ

というようなお声がけはしていますし、実際にそのようなイノベーションルームに入って

いるベンチャーさんで、我々のところをご利用いただいている企業様もございます。 
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 なので、我々としては、区別は特にはしていませんけれども、経営的な支援というのは、

むしろ東京都中小企業振興公社のほうの、ある意味管轄という言い方は変ですけども、

我々としてはなかなかできないところですので、技術的なというところがかかった形で都

産技研としてはご支援していると、そういうふうに私自身は理解しております。 

【武田委員】  そうですよね。私は都産技研に聞くよりも、これ産業労働局のほうが早

いかもしれないですけど、やはり都産技研でこのサポートを受けると、都のメニューはワ

ンストップで皆、都はこういう支援を持っているとか、資金的なメニューだとこれがある、

あれがあるとか、人材的面ではこれがあるとかっていうことで、ワンストップで都産技研

に相談すれば全部一つで、ものづくりベンチャーに関してはここでというような体制がで

きるといいですよね。 

【黒部理事長】  はい。具体的に東京都がいろいろと企業様をご指導していただいてい

て、特にベンチャー関係に関しては、いろいろと、この事業の経緯からいっても東京都さ

んは深く関わっていらっしゃるという感じになっております。 

 我々としても、東京都中小企業振興公社でどういう事業を行っているかというのはひと

通りは知っていまして、それだったらこういう事業がありますよ、というようなこともご

紹介できるような体制ではあります。 

【武田委員】  はい。ありがとうございます。 

【黒部理事長】  ありがとうございます。 

【鈴木分科会長】   どうもありがとうございました。 

 ほかに。どうぞ、大橋委員、どうぞ。 

【大橋委員】  大橋でございます。ご丁寧に説明いただき、ありがとうございます。 

 ちょっと予算のところで、第４期中期計画期間の事業のところがございまして、今回、

先ほどご丁寧にご説明いただいた水素と、あと介護のプロジェクト型支援というのが、そ

れぞれ０．４と０．３７億ぐらいついている部分なんですけど、この仕組みと申しますか、

今年度はこのプロジェクト支援を始めようとかっていうのはもちろんあると思うんですけ

ど、もともとそのような資金、金額的につけるところというのは何か、そういうのをもと

もと、プロジェクト型を今回やろうということでプールされていて、どこかに。それを配

分したというような仕組みになるんですかね。つながっているか。 

【黒部理事長】  ご質問ありがとうございます。 

 なかなか答えにくい部分があるのですけれども、いわゆる予算折衝みたいなものですね、
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普通の。 

 幾つかありまして、テーマによるのですけれども、例えばヘルスケア産業事業みたいな

ものは、実は都産技研からご提案していまして、東京都のほうに要望を提出しています。 

 この分野というのは大きく広がるし、ご利用のお客様もたくさんいらっしゃると予想さ

れる領域なのでぜひ進めたいと言って、そのために例えば機器整備としてどういうような

設備を買いたいと。 

 そうすると、このくらいの投資が必要になりますというのをお願いして、それで東京都

の産業労働局のほうの中で練っていただいて、それは妥当であるとか、もうちょっと減額

してとか、そういう折衝があって予算が決まると。 

 あとそのほかに、いろいろと産業労働局の方とはお話しさせていただいていて、東京都

の施策として、例えばゼロエミッションのときにも、これも特定運営費交付金の予算でい

ただいているのですけれども、そういうことを東京都と推進していくということであるの

で、我々としたらこういうことを実施するということで、ご提案してご承認いただいてい

ます。 

 水素に関しては、中小企業様への技術支援の観点としてみると、私個人としては正直言

うと今の時点では見通せないと思う部分もあるのですけれども、都として推進するという

方針ですので、その中で都産技研としてはどういうようなフェーズで、どういうことがで

きるかということを考えながら、東京都のほうにご相談してきました。こういうことを行

うので、そのためにはこのぐらいの予算という形でご了解いただいて、それで次は都の中

の話なので、それについては、私はコメントできる立場にはないですけれど、予算をつけ

ていただいて、この額に今のところ落ち着いているという感じですね。 

 ですので、ものによったら当然削られるものもあると思いますが、今は比較的、第三者

的な発言をすると、比較的東京都は裕福ですので、我々のこのくらいが必要ですというこ

とに関しては、かなりお骨折りいただいて予算をつけていただいているというのが実情か

なというふうに理解しています。 

【大橋委員】  承知しました。ありがとうございました。 

【黒部理事長】  ありがとうございます。 

【鈴木分科会長】  はい、どうも。ほかにございますでしょうか。もう１件ぐらい、い

かがでしょうか。よろしいですか。 

 それではほかに質問ないようですので、この２０２４年度年度計画の報告については以
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上とさせていただきます。 

 黒部理事長、都産技研の皆様、ありがとうございました。 

【黒部理事長】  どうもありがとうございました。 

【鈴木分科会長】  ありがとうございました。 

 次に事務局から連絡事項お願いします。 

【事務局】  令和６年度の分科会スケジュールについてでございます。 

 資料３の令和６年度試験研究分科会開催スケジュール予定をご覧ください。 

 来年度は、今年度である令和５年度の業務実績の評価１件が審議事項となっております

ので、そちらに向けて７月下旬から試験研究分科会を実施してまいります。 

 ７月の分科会で業務実績評価（案）における分科会の意見を決定させていただいて、８

月以降に評価の一次決定を行い、議会に報告するという流れになっております。 

 年度の最後に、本日と同様に、次年度の年度計画の報告がございます。 

 また、適宜評価委員会の全体会である親会の開催等がございます。直近では既にご案内

のとおり、第１回分科会と同時に開催いたします。 

 案件によりましては日程が追加されることもございますが、委員の皆様におかれまして

はご出席、ご対応のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

【鈴木分科会長】  ありがとうございました。 

 このスケジュール等、何かご質問等、ございますでしょうか。 

 よろしいですかね。それでは以上をもちまして、東京都地方独立行政法人評価委員会、

令和５年度第４回試験研究分科会を閉会いたします。 

 本日はありがとうございました。 

 

午後３時１６分 閉会 

――了―― 


